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W220c 小型 JASMINEで拓くサイエンス
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小型 JASMINEは、銀河系バルジの形成・進化を解明することを最大の目的として掲げることができるが、そ
れだけにとどまらず、巨大ブラックホール、コンパクト天体、系外惑星、恒星といった幅広い分野に大きなイン
パクトを与える成果が期待される。国内ではサイエンスWGが活動を続けており、またAPOGEEなどとの国際
連携も強化され、具体的なサイエンス目標の絞り込みが行われている。これまでの主な検討成果として、(1)バル
ジの密度構造と質量決定、(2)バルジの回転から計測する銀河中心距離と銀河回転速度導出、(3)バルジのX字構
造と箱型軌道の同定、(4)Central molecular zoneにおける星団形成とその進化、(6)巨大ブラックホールの合体成
長とその痕跡、(7)Sgr A*赤外フレアの観測可能性、(8)激変星・X線連星の連星軌道運動の分解、(9)巨星・超巨
星を伴星にもつX線連星と激変星の観測、などを挙げることができる。本講演では、これらについての詳細な成
果報告を行いたい。


